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平
地
先
住
民
族
の
失
わ
れ
た
声
を
求
め
て
︱
日
本
統
治
下
の
台
南
に
お
け
る
葉
石
濤
の
考
古
学
・
民
族
学
・
文
学
︱
大
東
和
重
は
じ
め
に
葉
石
濤
︵
一
九
二
五
︱
二
〇
〇
八
年
︶
は
戦
後
の
台
湾
文
学
を
代
表
す
る
作
家
・
評
論
家
の
一
人
で
あ
る
(
)
︒
1
日
本
統
治
期
に
台
南
市
白
金
町
の
豊
か
な
家
に
生
ま
れ
た
葉
石
濤
は
︑
私
塾
で
学
ん
だ
後
︑
一
九
三
二
年
︑
台
湾
人
が
通
う
末
広
公
学
校
に
入
学
し
︑
三
八
年
︑
主
に
台
湾
人
が
通
う
台
南
州
立
第
二
中
学
校
︵
戦
後
は
一
中
と
改
称
︶
に
進
ん
だ
︒
同
校
の
卒
業
生
に
は
︑
詩
人
の
楊
熾
昌
︵
一
九
〇
八
︱
九
四
年
︶︑
李
張
瑞
︵
一
九
一
一
︱
五
一
年
︶
ら
が
お
り
︑
中
途
退
学
に
は
作
家
の
楊
逵
︵
一
九
〇
六
︱
八
五
年
︶
が
い
る
︒
早
く
か
ら
文
学
を
愛
好
し
︑
日
本
文
学
や
海
外
文
学
の
翻
訳
を
濫
読
︑
創
作
を
始
め
る
︒
四
三
年
︑
台
南
二
中
卒
業
後
は
︑
台
北
で
西
川
満
︵
一
九
〇
八
︱
九
九
年
︶
主
宰
の
﹃
文
芸
台
湾
﹄
の
編
集
を
約
一
年
間
手
伝
い
︑
龍
瑛
宗
︵
一
九
一
一
︱
九
九
年
︶︑
呉
濁
流
︵
一
九
〇
〇
︱
七
六
年
︶︑
楊
逵
ら
数
多
く
の
台
湾
人
作
家
と
面
識
を
得
た
(
)
︒
四
四
年
台
南
に
戻
り
︑
市
内
の
宝
国
民
学
校
の
教
2
師
と
な
る
が
︑
徴
兵
さ
れ
日
本
兵
と
し
て
終
戦
を
迎
え
た
︒
（282）
︵
一
︶
戦
後
も
台
南
市
で
小
学
教
師
と
し
て
勤
め
な
が
ら
︑
日
本
語
で
の
創
作
を
継
続
し
て
い
た
が
︑
一
九
五
一
年
逮
捕
さ
れ
︑
三
年
間
の
獄
中
生
活
を
送
る
︒
出
獄
後
は
︑
嘉
義
県
・
台
南
県
・
宜
蘭
県
・
高
雄
県
の
小
学
校
な
ど
に
勤
め
つ
つ
︑
長
い
沈
黙
を
経
て
︑
一
九
六
五
年
か
ら
中
国
語
で
の
創
作
を
開
始
し
︑
短
篇
や
評
論
を
孜
々
と
し
て
書
き
つ
づ
け
た
︒
代
表
作
に
︑
短
編
集
﹃
葫
蘆
巷
春
夢
﹄︵
台
北
：
蘭
開
書
局
︑
一
九
六
八
年
︶︑﹃
紅
鞋
子
﹄︵
台
北
：
自
立
報
社
︑
一
九
八
九
年
︶︑﹃
西
拉
雅
族
的
末
裔
﹄︵
台
北
：
前
衛
出
版
社
︑
一
九
九
〇
年
︶︑﹃
台
湾
男
子
簡
阿
淘
﹄︵
台
北
：
前
衛
出
版
社
︑
一
九
九
〇
年
︶︑﹃
異
族
的
婚
礼
﹄︵
台
北
：
皇
冠
出
版
社
︑
一
九
九
四
年
︶
な
ど
が
あ
る
︒
評
論
に
は
︑﹃
台
湾
郷
土
作
家
論
集
﹄︵
台
北
：
遠
景
出
版
公
司
︑
一
九
七
九
年
︶︑﹃
台
湾
文
学
史
綱
﹄︵
高
雄
：
文
学
界
雑
誌
社
︑
一
九
八
七
年
︶
な
ど
が
あ
る
︒
著
作
は
﹃
葉
石
濤
全
集
﹄
全
二
十
三
巻
︵
小
説
五
巻
︑
随
筆
七
巻
︑
評
論
七
巻
︑
資
料
一
巻
︑
翻
訳
三
巻
︑
台
南
：
国
立
台
湾
文
学
館
・
高
雄
：
高
雄
市
政
府
文
化
局
︑
二
〇
〇
六
︱
九
年
︶
に
収
め
ら
れ
て
い
る
(
)
︒
3
台
南
に
生
ま
れ
育
っ
た
葉
石
濤
は
︑
戦
後
生
計
の
た
め
離
れ
て
か
ら
も
︑
生
涯
台
南
を
舞
台
と
す
る
小
説
を
書
き
つ
づ
け
た
︒
現
在
台
南
の
国
立
台
湾
文
学
館
の
そ
ば
に
は
︑
葉
石
濤
文
学
紀
念
館
︵
元
山
林
事
務
所
︶
が
設
け
ら
れ
︑
台
南
を
代
表
す
る
作
家
と
し
て
敬
愛
さ
れ
て
い
る
︒
葉
の
作
品
を
紐
解
き
な
が
ら
台
南
の
街
を
歩
く
︑
文
学
散
歩
の
書
籍
も
複
数
出
て
い
る
(
)
︒
陳
正
雄
に
よ
れ
ば
︑
小
説
計
百
五
4
十
篇
の
う
ち
︑
台
南
を
舞
台
と
す
る
も
の
は
約
百
二
十
篇
に
達
す
る
と
い
う
(
)
︒
5
本
稿
で
は
︑
葉
石
濤
の
戦
前
の
考
古
学
・
民
族
学
・
文
学
に
対
す
る
関
心
と
︑
戦
後
の
創
作
活
動
と
を
つ
な
ぐ
作
業
を
し
て
み
た
い
︒
日
本
統
治
期
に
文
学
少
年
だ
っ
た
葉
石
濤
は
︑
日
本
語
を
通
し
て
日
本
や
海
外
の
文
学
に
接
触
し
︑
一
九
四
〇
年
代
前
半
に
黄
金
時
代
を
迎
え
て
い
た
台
湾
の
日
本
語
文
学
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
た
︒
そ
の
一
方
で
葉
は
︑
台
南
二
中
の
生
物
の
教
師
だ
っ
た
金
子
壽
衛
男
か
ら
影
響
を
受
け
て
︑
考
古
学
を
愛
好
す
る
よ
う
に
な
り
︑
さ
ら
に
台
南
第
一
高
等
女
学
校
の
教
師
で
民
族
考
古
学
者
の
國
分
直
一
か
ら
の
刺
激
で
︑
平
地
先
住
民
族
で
あ
る
平
埔
族
に
も
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
る
︒
金
子
や
國
分
の
研
究
の
背
後
に
は
︑
い
っ
た
ん
は
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
平
地
先
住
民
族
の
声
を
探
し
求
め
る
︑
複
数
の
日
本
人
学
者
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
︒
文
学
と
考
古
学
・
民
族
学
へ
の
愛
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︵
二
︶
好
は
︑
戦
後
の
活
動
に
も
影
響
を
残
し
た
と
推
測
さ
れ
︑
特
に
台
南
周
辺
の
平
埔
族
で
あ
る
シ
ラ
ヤ
族
を
描
い
た
﹃
西
拉
雅
末
裔
潘
銀
花
﹄
に
そ
れ
は
顕
著
で
あ
る
︒
葉
石
濤
の
シ
ラ
ヤ
族
を
描
い
た
作
品
に
つ
い
て
は
︑
陳
秀
卿
・
林
玲
玲
﹁
発
現
平
埔
葉
石
濤
与
西
拉
雅
族
書
写
初
探
﹂
に
︑
葉
の
台
湾
観
の
視
角
か
ら
の
検
討
が
あ
る
(
)
︒
本
稿
で
は
︑
葉
石
濤
が
金
子
や
國
分
か
ら
ど
の
よ
う
な
刺
激
を
受
け
た
の
か
6
跡
づ
け
る
と
と
も
に
︑
平
地
先
住
民
族
に
つ
い
て
日
本
統
治
下
の
台
南
周
辺
で
ど
の
よ
う
な
探
索
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
︑
ス
ケ
ッ
チ
し
て
み
た
い
︒
一
考
古
学
へ
の
愛
好
︱
金
子
壽
衛
男
と
博
物
同
好
会
葉
石
濤
の
代
表
作
の
一
つ
に
︑
自
ら
の
運
命
を
た
く
ま
し
く
切
り
開
い
て
い
く
︑
台
湾
の
平
地
先
住
民
族
︑
平
埔
族
の
女
性
を
描
い
た
短
編
の
連
作
が
あ
る
︒
台
南
周
辺
に
住
む
︑
シ
ラ
ヤ
族
の
﹁
潘
銀
花
﹂
を
主
人
公
と
し
た
こ
の
連
作
は
︑
葉
石
濤
の
代
表
作
の
一
つ
と
さ
れ
︑
近
年
日
本
語
に
も
訳
さ
れ
た
(
)
︒
ま
ず
四
作
を
収
め
た
﹃
西
拉
雅
族
的
末
裔
﹄︵
台
北
：
前
衛
出
版
社
︑
一
九
九
〇
年
︶
が
刊
行
さ
れ
︑
7
の
ち
一
作
を
加
え
て
﹃
西
拉
雅
末
裔
潘
銀
花
﹄︵
台
北
：
草
根
出
版
︑
二
〇
〇
〇
年
︶
と
な
っ
た
︵
以
下
︑
連
作
の
総
称
と
し
て
は
﹃
西
拉
雅
末
裔
潘
銀
花
﹄
を
用
い
る
︶︒﹁
西
拉
雅
族
的
末
裔
﹂﹁
野
菊
花
﹂﹁
黎
明
的
訣
別
﹂﹁
潘
銀
花
的
第
五
個
男
人
﹂﹁
潘
銀
花
的
換
帖
姉
妹
們
﹂
を
収
め
︑
タ
イ
ト
ル
通
り
シ
ラ
ヤ
族
の
女
性
の
半
生
を
描
く
︒
舞
台
は
台
南
市
︑
及
び
シ
ラ
ヤ
族
の
居
住
地
で
あ
る
新
市
や
隆
田
な
ど
︑
台
南
近
郊
の
小
都
市
や
農
村
地
帯
で
あ
る
︒
ス
ト
ー
リ
ー
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
︒
新
市
庄
新
店
︵
現
在
の
新
市
区
︶
に
代
々
住
む
シ
ラ
ヤ
族
の
潘
家
は
︑
自
ら
の
土
地
で
あ
る
蓮
霧
畑
と
︑
台
南
市
内
に
住
む
地
主
龔
家
の
小
作
で
生
計
を
立
て
て
い
た
︒
一
人
子
の
銀
花
は
︑
学
校
教
育
は
受
け
ず
公
学
校
に
通
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
が
︑
頭
の
回
転
の
速
い
︑
よ
く
働
く
娘
だ
っ
た
︒
た
ま
た
ま
近
所
へ
狩
り
に
来
て
怪
我
を
し
た
︑
龔
家
の
次
男
英
哲
を
助
け
た
こ
と
か
ら
︑
そ
の
運
命
は
大
き
く
変
わ
る
︒
台
南
に
出
て
龔
家
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
銀
花
は
︑
や
が
て
︑
花
園
小
学
校
・
台
南
280
︵
三
︶
一
中
を
経
て
台
北
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
英
哲
と
結
ば
れ
︑
子
を
も
う
け
る
︒
し
か
し
︑
自
由
奔
放
で
不
羈
独
立
の
精
神
を
持
つ
銀
花
は
︑﹁
自
ら
の
世
界
で
︑
自
ら
の
両
手
を
使
っ
て
働
き
︑
自
ら
と
赤
ん
坊
を
養
わ
ね
ば
な
ら
な
い
︑
そ
う
し
て
は
じ
め
て
立
派
な
シ
ラ
ヤ
人
と
い
え
る
の
だ
﹂
と
考
え
︑
龔
家
を
出
る
︒
﹃
西
拉
雅
末
裔
潘
銀
花
﹄
は
︑
戦
前
の
日
本
統
治
期
か
ら
戦
後
の
国
民
党
政
府
時
代
を
背
景
に
︑
台
南
と
そ
の
周
辺
地
域
を
舞
台
と
し
て
展
開
す
る
︒
シ
ラ
ヤ
族
の
潘
銀
花
は
︑
漢
族
で
金
持
ち
の
御
曹
司
で
あ
る
英
哲
を
最
初
に
︑
台
湾
の
複
雑
な
政
治
状
況
や
民
族
構
成
を
象
徴
す
る
複
数
の
男
性
た
ち
と
交
わ
り
な
が
ら
︑
厳
し
い
時
代
の
中
を
生
き
て
い
く
︒﹁
野
菊
的
花
﹂
で
は
︑
太
平
洋
戦
争
で
日
本
の
戦
局
が
悪
化
す
る
時
代
を
背
景
に
︑
二
番
目
の
男
で
あ
る
福
建
系
の
漢
族
︑
王
土
根
の
後
妻
と
な
り
︑
隆
田
で
新
し
い
生
活
に
入
る
が
︑
夫
は
米
軍
機
の
爆
撃
で
死
ぬ
︒﹁
黎
明
的
訣
別
﹂
で
は
︑
戦
後
の
二
二
八
事
件
前
後
を
背
景
に
︑
国
民
党
政
府
の
弾
圧
か
ら
命
か
ら
が
ら
逃
げ
て
き
た
知
識
人
の
朱
文
煥
を
匿
う
も
︑
朱
は
ま
も
な
く
特
務
に
連
れ
去
ら
れ
る
︒﹁
潘
銀
花
的
第
五
個
男
人
﹂
で
は
︑
農
作
業
中
に
大
陸
か
ら
来
た
兵
隊
に
襲
わ
れ
て
第
二
子
を
妊
娠
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
︑
山
東
か
ら
来
た
外
省
人
の
汪
書
安
と
見
合
い
を
経
て
結
婚
す
る
︒
最
後
の
﹁
潘
銀
花
的
換
帖
姉
妹
們
﹂
で
は
︑
商
売
を
大
き
く
し
︑
縁
あ
っ
て
苦
し
い
境
遇
の
女
性
た
ち
を
受
け
入
れ
る
な
ど
し
て
増
え
た
大
家
族
を
切
り
盛
り
す
る
︑
た
く
ま
し
い
姿
を
描
く
︒
葉
に
よ
れ
ば
︑
平
埔
族
を
描
い
た
小
説
は
︑
葉
以
前
に
王
幼
華
﹃
土
地
与
霊
魂
﹄︵
台
北
：
九
歌
出
版
社
︑
一
九
九
二
年
︒
た
だ
し
シ
ラ
ヤ
族
で
は
な
い
平
埔
族
を
描
く
︶
が
あ
り
︑
葉
の
後
に
は
葉
伶
芳
﹃
鴛
鴦
渡
水
﹄
︵
台
北
：
皇
冠
出
版
社
︑
一
九
九
七
年
︶
が
あ
る
く
ら
い
だ
と
い
う
(
)
︒
8
物
語
の
随
所
に
︑
シ
ラ
ヤ
族
に
関
す
る
記
述
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
︒
舞
台
と
し
て
は
︑
新
化
郡
の
新
市
庄
新
店
や
知
母
義
︑
曾
文
郡
の
官
田
庄
隆
田
︵
番
子
田
︶
な
ど
︑
台
南
市
周
辺
の
シ
ラ
ヤ
族
居
住
地
が
選
ば
れ
る
︒
作
中
で
は
シ
ラ
ヤ
族
の
言
葉
が
︑﹁M
a
﹂︵
父
︶︑﹁N
a
﹂
︵
母
︶︑﹁A
b
ik
i
﹂︵
檳
榔
︶︑﹁Ib
u
tu
n
﹂︵
福
建
人
︶︑﹁Z
a
m
a
rit
﹂︵
天
神
︶︑﹁A
rit
﹂︵﹁
阿
立
祖
﹂︑
先
祖
︶
の
よ
う
に
ロ
ー
マ
字
で
︑
数
は
多
く
な
い
も
の
の
記
さ
れ
る
︒
と
は
い
え
︑
後
述
す
る
よ
う
に
日
本
統
治
末
期
に
は
︑
シ
ラ
ヤ
族
の
言
語
は
ほ
ぼ
失
わ
れ
て
い
た
︒
作
中
で
も
銀
花
は
︑
シ
ラ
ヤ
族
の
古
い
歌
を
歌
う
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
︑
シ
ラ
ヤ
語
は
わ
ず
か
な
単
語
を
覚
え
る
の
み
で
︑
龔
家
の
若
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︶
旦
那
に
訊
ね
ら
れ
て
も
︑﹁Z
a
ru
n
﹂︵
水
︶︑﹁U
ra
n
﹂︵
雨
︶︑﹁T
a
b
in
﹂︵
靴
︶︑﹁B
a
u
n
﹂︵
海
︶︑﹁B
a
ra
tiu
n
﹂︵
ス
カ
ー
ト
︶
な
ど
の
単
語
を
思
い
出
す
ば
か
り
だ
っ
た
︒
作
中
で
は
平
埔
族
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
宗
教
上
の
慣
習
も
描
か
れ
て
い
る
︒
平
埔
族
は
そ
の
大
部
分
が
︑
十
九
世
紀
半
ば
以
降
の
宣
教
師
に
よ
る
布
教
で
︑
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
︒
し
か
し
シ
ラ
ヤ
族
の
伝
統
的
な
﹁
阿
立
祖
﹂
に
対
す
る
信
仰
が
残
存
す
る
地
域
も
あ
っ
た
︒﹁
西
拉
雅
族
的
末
裔
﹂
に
は
︑
旧
暦
九
月
十
六
日
に
行
わ
れ
る
祭
り
へ
の
言
及
が
あ
り
︑﹁
野
菊
的
花
﹂
に
は
︑
陶
製
の
壺
が
置
か
れ
た
祭
壇
に
﹁
阿
立
祖
﹂
へ
の
お
供
え
と
し
て
檳
榔
と
砂
糖
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
の
記
述
が
あ
る
︒
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
を
﹁
阿
立
祖
﹂
に
保
護
し
て
も
ら
う
﹁K
e
i
E
iy
a
﹂
も
古
く
か
ら
の
習
慣
で
あ
る
︒
ま
た
﹁
尫
姨
﹂
と
い
う
女
性
の
憑
依
者
は
︑
銀
花
の
人
生
を
予
言
す
る
存
在
と
し
て
く
り
返
し
登
場
す
る
︒
葉
石
濤
は
シ
ラ
ヤ
族
に
対
し
て
︑
ど
の
よ
う
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
︒
葉
は
の
ち
の
回
想
で
︑
戦
前
の
生
活
を
振
り
返
り
︑
生
ま
れ
育
っ
た
古
都
台
南
は
漳
州
・
泉
州
出
身
者
が
居
住
者
の
大
多
数
を
占
め
た
た
め
︑﹁
私
の
小
さ
く
狭
い
生
活
空
間
に
は
﹁
そ
の
他
の
民
族
﹂
が
出
現
す
る
こ
と
は
な
く
︑
客
家
人
や
山
地
人
︹
＝
台
湾
原
住
民
族
︺
も
同
じ
く
こ
の
土
地
に
住
ん
で
い
る
の
だ
と
い
う
考
え
が
な
か
っ
た
﹂
と
記
し
て
い
る
︵﹁
我
的
客
家
経
験
｣
(
)
︶︒
そ
ん
な
葉
に
︑
旧
制
中
学
時
代
︑
多
民
族
の
住
む
台
湾
と
い
う
土
地
を
発
見
す
9
る
き
っ
か
け
を
与
え
た
の
は
︑
台
南
二
中
で
教
え
を
受
け
た
︑
生
物
学
者
の
金
子
壽
衛
男
と
︑
金
子
と
連
携
し
て
台
南
周
辺
で
考
古
学
の
発
掘
に
従
事
し
て
い
た
︑
民
族
考
古
学
者
の
國
分
直
一
の
存
在
だ
っ
た
︒
台
南
二
中
時
代
の
葉
石
濤
は
︑
文
学
少
年
で
あ
る
と
同
時
に
︑
考
古
学
少
年
で
も
あ
っ
た
︒
葉
石
濤
は
人
生
を
語
っ
た
﹃
葉
石
濤
先
生
訪
問
記
録
﹄
で
︑﹁
私
は
も
と
も
と
文
学
を
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
︒
中
学
時
代
は
︑
考
古
人
類
学
者
に
な
ろ
う
と
夢
見
て
い
た
﹂
と
語
っ
て
い
る
(
)
︒
葉
石
濤
が
考
古
学
の
発
掘
に
熱
中
し
た
の
は
︑
恩
師
の
一
人
で
博
物
科
の
教
員
だ
っ
た
︑
金
子
壽
衛
男
︵
一
九
一
四
︱
二
10
〇
〇
一
年
︶
の
影
響
だ
っ
た
︒
考
古
学
少
年
だ
っ
た
台
南
二
中
時
代
に
つ
い
て
︑
葉
石
濤
は
﹁
考
古
夢
﹂︵﹃
民
衆
日
報
﹄
一
九
九
八
年
一
月
十
八
日
︶
に
詳
し
く
回
想
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︶
し
て
い
る
(
)
︒
葉
が
二
中
に
進
学
し
た
の
は
一
九
三
八
年
で
︑
翌
年
︑
葉
が
二
年
生
の
と
き
︑
金
子
壽
衛
男
が
﹁
博
物
同
好
会
﹂
を
組
織
し
11
た
︒
日
台
の
生
徒
た
ち
が
参
加
す
る
中
︑
葉
も
友
人
白
坂
勝
に
無
理
や
り
誘
わ
れ
て
加
わ
っ
た
︒
﹁
博
物
同
好
会
﹂
と
称
す
る
か
ら
に
は
︑
動
植
物
を
研
究
す
る
ク
ラ
ブ
の
は
ず
だ
が
︑
私
は
全
く
興
味
が
な
か
っ
た
︒
し
か
し
金
子
先
生
に
は
敬
意
を
抱
い
て
い
た
︒
博
物
科
の
授
業
に
お
い
て
︑
先
生
の
態
度
は
真
面
目
で
穏
や
か
で
︑
台
湾
人
の
劣
等
生
を
差
別
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
︒
金
子
先
生
は
痩
せ
て
小
さ
く
︑
黒
縁
の
ひ
ど
い
近
視
用
の
眼
鏡
を
か
け
て
い
て
︑
顔
色
は
青
白
く
︑
栄
養
が
足
り
て
な
い
様
子
だ
っ
た
(
)
︒
12
当
初
博
物
学
に
興
味
の
な
か
っ
た
葉
石
濤
だ
が
︑
金
子
壽
衛
男
の
熱
意
溢
れ
る
指
導
の
も
と
︑
徐
々
に
考
古
学
に
の
め
り
込
ん
で
い
く
︒
金
子
は
︑
佐
賀
県
有
田
に
生
ま
れ
︑
神
戸
一
中
を
経
て
︑
一
九
三
七
年
東
京
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
(
)
︒
恩
師
に
誘
わ
れ
て
台
南
二
中
13
へ
赴
任
し
︑
約
四
年
間
奉
職
す
る
︒
一
九
四
一
年
台
北
帝
国
大
学
理
農
学
部
に
移
り
︑
敗
戦
後
も
一
九
四
八
年
末
ま
で
留
用
さ
れ
た
︒
戦
後
は
大
阪
の
名
門
高
校
で
あ
る
府
立
市
岡
高
校
で
教
員
と
し
て
長
く
教
鞭
を
執
り
つ
つ
︑
貝
類
の
研
究
を
続
け
た
︒
貝
類
が
専
門
だ
っ
た
金
子
は
︑
貝
類
や
化
石
を
採
集
す
る
た
め
︑
台
南
周
辺
の
海
辺
や
遺
跡
を
徒
歩
で
回
っ
た
︒
集
落
の
周
囲
に
食
用
に
供
し
た
貝
殻
を
遺
棄
し
た
場
所
が
あ
れ
ば
︑
こ
れ
を
詳
細
に
調
査
し
︑
さ
ら
に
年
月
を
経
て
貝
塚
と
な
っ
た
も
の
を
発
掘
し
た
︒
金
子
は
自
ら
の
探
索
を
︑
ユ
ー
モ
ア
を
込
め
て
︑﹁﹁
ご
み
た
め
﹂
見
学
﹂
と
称
し
た
︵﹁﹁
ご
み
た
め
﹂
雑
記
﹂﹃
民
俗
台
湾
﹄
第
三
巻
第
五
号
︑
一
九
四
三
年
五
月
︶︒
採
集
に
回
る
金
子
は
︑
い
つ
も
質
素
な
身
な
り
で
︑
カ
ー
キ
色
の
軍
服
の
よ
う
な
服
を
着
用
し
︑
弁
当
と
水
筒
︑
発
掘
物
を
包
む
新
聞
︑
測
量
の
器
具
を
背
嚢
に
入
れ
︑
登
山
杖
と
鍬
を
手
に
し
て
い
た
︒
葉
石
濤
の
回
想
に
よ
れ
ば
︑
金
子
は
國
分
直
一
と
同
じ
く
︑
文
学
の
愛
好
者
で
も
あ
っ
た
︒
金
子
は
台
南
を
去
る
際
に
︑
挨
拶
に
伺
っ
た
葉
に
︑
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
﹃
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
﹄
な
ど
の
岩
波
文
庫
を
何
十
冊
も
贈
り
︑﹁
作
家
に
な
り
た
い
な
ら
︑
世
界
の
名
著
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︶
を
広
く
読
み
な
さ
い
︑
井
の
中
の
蛙
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
よ
﹂
と
励
ま
し
た
と
い
う
(
)
︒
14
葉
石
濤
は
博
物
同
好
会
に
入
っ
て
か
ら
︑
発
掘
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
る
︒
発
掘
用
の
道
具
を
購
入
し
︑
金
子
に
引
率
さ
れ
て
︑
同
好
会
の
熱
心
な
仲
間
と
と
も
に
︑
日
曜
日
ご
と
に
何
時
間
も
歩
い
て
遺
跡
に
向
か
っ
た
︒
続
々
発
見
さ
れ
る
先
史
時
代
の
遺
跡
︑
そ
れ
に
自
ら
も
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
︑
葉
石
濤
は
興
奮
す
る
︒
戦
前
の
旧
制
中
学
は
五
年
制
で
︑
将
来
の
定
ま
ら
ぬ
多
感
な
年
ご
ろ
ゆ
え
︑
教
員
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
台
南
一
中
に
い
た
歴
史
教
師
の
前
嶋
信
次
︵
一
九
〇
三
︱
八
三
年
︶
は
︑
そ
の
強
い
印
象
を
︑
教
え
子
の
台
湾
語
学
者
王
育
徳
︵
一
九
二
四
︱
一
九
八
五
年
︶︑
美
術
史
家
上
原
和
︵
一
九
二
四
年
︱
︶︑
郷
土
史
家
陳
邦
雄
ら
に
残
し
た
(
)
︒
15
二
中
の
金
子
も
師
弟
関
係
に
恵
ま
れ
︑
葉
石
濤
の
み
な
ら
ず
郷
土
史
家
の
何
耀
坤
も
︑
金
子
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た
(
)
︒
16
当
時
台
南
市
周
辺
で
は
︑
考
古
学
の
発
掘
が
︑
金
子
壽
衛
男
や
︑
台
南
第
一
高
等
女
学
校
に
奉
職
し
て
い
た
國
分
直
一
︵
一
九
〇
八
︱
二
〇
〇
五
年
︶
ら
に
よ
っ
て
︑
大
き
な
興
奮
と
熱
意
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
︒
國
分
と
翁
長
林
正
・
萩
原
直
哉
の
共
著
﹁
台
南
地
方
に
於
け
る
石
器
時
代
遺
跡
﹂︵﹃
科
学
の
台
湾
﹄
第
六
巻
第
六
号
︑
一
九
三
八
年
十
二
月
︶
や
︑
國
分
と
金
子
の
共
著
﹁
台
南
台
地
に
於
け
る
先
史
文
化
遺
跡
に
就
い
て
第
一
報
・
台
南
西
南
周
縁
部
の
遺
跡
及
遺
物
﹂︵﹃
考
古
学
﹄
第
十
一
巻
第
十
号
︑
一
九
四
〇
年
十
月
︶
に
よ
れ
ば
︑
台
南
地
方
で
は
明
治
末
年
以
降
︑
散
発
的
に
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
︑
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
も
断
片
的
な
発
掘
が
つ
づ
い
て
い
た
︒
考
古
学
調
査
が
本
格
化
す
る
の
は
︑
一
九
三
八
年
四
月
︑
國
分
ら
が
台
南
台
地
東
南
辺
に
位
置
す
る
牛
稠
子
遺
跡
︵
新
豊
郡
車
路
墘
︶
を
︑
七
月
に
同
じ
く
台
南
台
地
南
辺
の
十
三
甲
遺
跡
を
︑
さ
ら
に
八
月
に
高
雄
州
岡
山
郡
の
大
湖
貝
塚
を
発
見
し
︑
石
器
や
土
器
を
発
掘
し
て
か
ら
で
あ
る
︒
中
で
も
大
湖
貝
塚
の
発
掘
は
大
掛
か
り
で
︑
一
九
三
八
年
十
二
月
の
調
査
で
は
︑
台
北
帝
大
か
ら
も
宮
本
延
人
・
移
川
子
之
蔵
・
金
関
丈
夫
ら
の
学
者
が
参
加
し
︑
に
ぎ
や
か
な
調
査
と
な
っ
た
︵
宮
本
﹁
大
湖
貝
塚
の
調
査
﹂﹃
南
方
土
俗
﹄
第
五
巻
第
三
・
四
号
︑
一
九
三
九
年
二
月
︶︒
國
分
は
そ
の
興
奮
を
︑﹁
車
路
墘
丘
陵
の
新
石
器
時
代
の
遺
跡
が
み
つ
か
つ
て
以
来
︑
新
し
い
協
力
者
が
次
々
に
出
て
︑
新
発
見
が
次
々
に
な
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
事
は
な
ん
と
い
ふ
喜
び
で
あ
ら
う
﹂
と
記
し
た
︵﹁
随
筆
三
本
木
高
地
﹂﹃
台
湾
日
報
﹄
一
九
三
九
年
五
月
六
日
︶︒
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︶
こ
の
新
し
い
協
力
者
こ
そ
︑
一
高
女
の
同
僚
翁
長
林
正
ら
で
あ
り
︑
ま
た
二
中
の
金
子
壽
衛
男
で
あ
り
︑
さ
ら
に
そ
の
教
え
子
た
ち
が
組
織
す
る
博
物
同
好
会
の
面
々
だ
っ
た
︒
金
子
は
考
古
学
者
で
は
な
か
っ
た
が
︑
化
石
の
発
掘
は
先
史
時
代
の
遺
跡
の
発
掘
と
重
な
る
こ
と
が
多
く
︑
國
分
直
一
の
教
え
を
受
け
た
り
︑
一
緒
に
調
査
に
当
た
る
こ
と
が
あ
っ
た
︒
こ
の
輪
に
は
︑
國
分
と
親
し
か
っ
た
一
中
の
前
嶋
信
次
の
教
え
子
︑
陳
邦
雄
も
加
わ
っ
た
︒
國
分
は
﹁
台
南
台
地
に
於
け
る
先
史
文
化
遺
跡
に
就
い
て
﹂︵
前
掲
︶
に
︑
一
九
三
九
年
に
﹁
金
子
及
台
南
二
中
博
物
同
好
会
員
に
よ
つ
て
牛
稠
子
の
北
方
︵
台
地
東
縁
部
︶
に
綱
寮
高
地
遺
跡
︑
台
地
西
北
方
周
縁
地
方
に
三
本
木
・
六
甲
頂
・
永
康
・
蔦
松
等
の
諸
遺
跡
が
発
見
さ
れ
る
に
至
つ
た
﹂
と
記
す
︒
國
分
の
一
九
四
一
年
段
階
に
お
け
る
総
括
的
な
報
告
﹁
台
湾
南
部
に
於
け
る
先
史
遺
跡
と
そ
の
遺
物
﹂
︵﹃
南
方
土
俗
﹄
第
六
巻
第
三
号
︑
一
九
四
一
年
十
一
月
︶
に
は
︑
そ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
金
子
と
博
物
同
好
会
の
活
躍
が
よ
く
分
か
る
が
︑
初
発
見
者
の
中
に
︑
葉
石
濤
の
名
前
も
計
五
箇
所
に
見
ら
れ
る
︒
綱
寮
遺
跡
の
発
見
に
つ
い
て
は
︑
金
子
及
び
博
物
同
好
会
員
四
名
の
一
人
と
し
て
︑
六
甲
頂
に
つ
い
て
も
金
子
及
び
会
員
九
名
の
一
人
と
し
て
︑
芭
蕉
脚
・
竹
篙
厝
Ｂ
地
点
に
は
会
員
四
名
の
一
人
と
し
て
︑
青
葉
町
Ｂ
地
点
に
つ
い
て
は
発
見
者
と
し
て
︑
葉
石
濤
た
だ
一
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
旧
制
と
は
い
え
中
学
生
だ
っ
た
葉
の
得
意
を
思
う
べ
き
だ
ろ
う
︒
一
九
三
九
年
︑
葉
石
濤
が
最
初
に
発
掘
に
加
わ
っ
た
の
は
︑
台
南
市
内
の
北
辺
︑
三
分
子
練
兵
場
︵
一
中
の
北
︶
に
あ
る
︑
三
本
木
高
地
で
あ
る
︒
こ
の
発
掘
に
つ
い
て
は
︑
國
分
直
一
が
﹁
随
筆
三
本
木
高
地
﹂︵﹃
台
湾
日
報
﹄
一
九
三
九
年
五
月
六
日
︶
を
発
表
し
て
い
る
︒
國
分
の
勤
務
先
の
一
高
女
の
同
僚
翁
長
林
正
や
︑
遠
足
気
分
の
一
︑
二
年
の
女
生
徒
ら
と
出
か
け
た
︑
日
曜
日
の
調
査
行
が
︑
ユ
ー
モ
ア
あ
る
筆
致
で
描
か
れ
て
い
る
︒
國
分
に
よ
れ
ば
三
本
木
高
地
の
遺
跡
は
︑﹁
第
二
中
学
の
三
年
生
王
金
梅
︹
江
金
培
の
誤
記
か
︑
引
用
者
注
︺
君
が
土
器
の
出
る
の
に
気
づ
き
金
子
壽
衛
男
教
諭
に
報
告
し
た
に
始
ま
る
︒
金
子
さ
ん
は
台
南
台
地
の
古
生
物
を
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
人
で
あ
り
︑
王
君
は
金
子
さ
ん
が
特
に
目
を
か
け
て
ゐ
ら
れ
る
弟
子
で
あ
る
﹂
と
い
う
︒
一
九
三
九
年
二
月
に
金
子
壽
衛
男
と
二
中
三
年
生
の
江
金
培
が
︑
化
石
を
採
集
中
に
土
器
や
石
器
類
を
発
見
し
た
︑
高
雄
州
岡
山
郡
の
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︵
八
︶
小
崗
山
の
調
査
に
は
︑
五
月
以
降
國
分
も
加
わ
り
︑
葉
石
濤
も
参
加
し
た
︒
数
次
の
調
査
を
経
て
︑
年
内
に
そ
の
報
告
で
あ
る
﹁
小
崗
山
発
見
の
先
史
時
代
遺
物
﹂
が
︑
國
分
と
翁
長
林
正
と
の
共
著
の
形
で
﹃
民
族
学
研
究
﹄
に
発
表
さ
れ
た
︒
葉
は
こ
れ
以
外
に
︑
高
雄
州
大
湖
の
大
湖
貝
塚
︑
台
南
州
隆
田
︵
番
仔
田
︶
の
国
母
山
遺
跡
︑
高
雄
州
の
鳳
鼻
頭
遺
跡
な
ど
で
も
発
掘
を
行
っ
た
︒
五
年
生
と
な
っ
た
一
九
四
二
年
の
夏
に
は
︑
博
物
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
十
数
人
で
︑
テ
ン
ト
や
飯
盒
な
ど
を
用
意
し
て
露
営
の
採
集
に
出
か
け
た
︒
葉
石
濤
が
客
家
人
に
接
触
し
た
の
は
︑
こ
の
と
き
が
初
め
て
だ
っ
た
︒
そ
し
て
一
九
四
三
年
三
月
︑
卒
業
直
前
の
調
査
で
は
︑
隆
田
へ
向
か
う
列
車
か
ら
工
事
中
の
線
路
脇
に
遺
跡
を
発
見
︑
次
の
新
市
駅
で
降
り
て
︑
永
康
方
面
へ
と
線
路
沿
い
に
駆
け
戻
っ
た
︒
金
子
に
よ
っ
て
蔦
松
遺
跡
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
遺
跡
は
︑
七
︑
八
百
年
前
の
平
埔
族
︑
恐
ら
く
は
シ
ラ
ヤ
人
の
集
落
の
跡
だ
と
い
う
︒
葉
に
よ
れ
ば
︑﹁
蔦
松
貝
塚
の
発
見
は
︑
台
湾
で
初
め
て
の
平
埔
族
の
遺
跡
の
出
現
﹂
だ
っ
た
(
)
︒
17
葉
の
考
古
学
趣
味
は
戦
後
に
も
つ
づ
き
︑
一
九
八
二
年
に
は
蔦
松
遺
跡
で
ガ
ラ
ス
質
の
陶
環
の
破
片
を
掘
り
当
て
︑
数
日
間
興
奮
が
や
ま
な
か
っ
た
と
い
う
︵﹁
西
拉
雅
族
的
末
裔
｣
(
)
︶︒
18
考
古
学
の
発
掘
経
験
か
ら
︑
葉
石
濤
は
︑
こ
れ
ら
の
遺
跡
を
残
し
た
人
々
に
対
す
る
関
心
を
か
き
立
て
ら
れ
た
︒
葉
は
﹁
考
古
夢
﹂
で
︑
﹁
私
の
考
古
学
の
夢
は
︑
四
年
の
歳
月
を
経
て
私
が
卒
業
し
台
北
の
﹁
文
芸
台
湾
社
﹂
へ
と
向
か
い
就
職
し
た
た
め
終
わ
り
を
告
げ
た
︒
し
か
し
こ
の
四
年
間
で
︑
私
は
科
学
者
が
真
理
を
追
究
す
る
精
神
を
学
び
︑
台
湾
が
古
来
多
種
族
の
移
民
社
会
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
認
識
し
た
﹂
と
記
す
(
)
︒
の
ち
の
葉
の
台
湾
文
学
観
の
根
柢
に
は
︑﹁
台
湾
は
︑
オ
ラ
ン
ダ
︑
ス
ペ
イ
ン
︑
日
本
の
侵
略
と
統
治
を
経
た
が
︑
19
そ
れ
は
ま
た
﹁
漢
番
雑
居
﹂︿
漢
族
と
原
住
民
族
が
雑
居
す
る
﹀
移
民
社
会
で
も
あ
っ
た
た
め
︑
大
陸
社
会
と
は
異
な
る
生
活
様
式
と
民
情
が
は
ぐ
く
ま
れ
た
﹂
と
い
う
台
湾
独
自
の
性
格
へ
の
注
視
が
あ
る
︵﹃
台
湾
文
学
史
綱
﹄﹁
序
｣
(
)
︶︒
こ
の
認
識
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
が
︑
20
金
子
に
連
れ
ら
れ
て
従
事
し
た
考
古
学
の
発
掘
だ
っ
た
︒
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︵
九
︶
二
平
地
先
住
民
族
へ
の
関
心
︱
國
分
直
一
と
平
埔
族
研
究
葉
石
濤
は
考
古
学
の
発
掘
を
通
し
て
︑
当
時
台
南
で
考
古
学
や
民
族
学
の
研
究
に
没
頭
し
て
い
た
民
族
考
古
学
者
の
國
分
直
一
と
も
交
流
を
持
っ
た
︒
楊
が
シ
ラ
ヤ
族
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
知
る
に
は
︑
國
分
の
啓
発
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
十
六
世
紀
前
半
︑
オ
ラ
ン
ダ
が
拠
点
と
し
た
こ
ろ
の
台
南
に
は
︑
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
先
住
民
族
の
う
ち
︑
平
埔
族
の
シ
ラ
ヤ
族
が
居
住
し
て
い
た
(
)
︒
平
埔
族
は
平
地
や
山
麓
部
に
居
住
し
て
い
た
た
め
︑
台
湾
海
峡
を
渡
っ
て
き
た
漢
族
と
早
く
か
ら
接
触
し
︑
漢
化
21
が
進
ん
で
︑
日
本
統
治
期
に
は
す
で
に
︑
固
有
の
文
化
や
言
語
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
︒
こ
の
平
埔
族
の
う
ち
︑
台
南
か
ら
高
雄
・
屏
東
に
か
け
て
住
ん
で
い
た
の
が
︑
シ
ラ
ヤ
族
で
あ
る
(
)
︒
22
シ
ラ
ヤ
族
に
は
︑﹁
四
大
社
﹂
と
呼
ば
れ
る
︑
新
港
社
︵
新
市
︶
及
び
大
目
降
社
︵
新
化
︶︑
目
加
溜
湾
社
︵
善
化
︶︑
蕭
瓏
社
︵
佳
里
︶︑
麻
豆
社
︵
麻
豆
︶
が
あ
っ
た
︒
そ
の
中
で
も
新
港
社
の
人
々
は
︑
も
と
も
と
オ
ラ
ン
ダ
が
拠
点
を
作
っ
た
台
南
市
の
中
心
部
︑
プ
ロ
ビ
ン
シ
ャ
城
︵
赤
嵌
楼
︶
あ
た
り
に
住
ん
で
い
た
た
め
︑
も
っ
と
も
早
く
に
軍
事
面
や
経
済
面
で
の
交
渉
が
あ
っ
た
︒
ま
た
宗
教
や
教
育
の
面
で
も
オ
ラ
ン
ダ
の
影
響
を
受
け
た
︒
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
に
は
︑
宣
教
師
が
新
港
社
に
入
り
込
ん
で
布
教
を
行
い
︑
新
港
語
を
ロ
ー
マ
字
で
表
記
し
︑
福
音
書
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
文
献
を
新
港
語
に
訳
し
︑
さ
ら
に
新
港
語
を
用
い
て
教
育
も
行
っ
た
(
)
︒
新
港
語
は
︑
新
港
社
23
の
み
な
ら
ず
︑
周
辺
の
他
の
社
で
の
布
教
・
教
育
で
も
用
い
ら
れ
た
と
い
う
(
)
︒
24
新
港
社
を
は
じ
め
と
す
る
シ
ラ
ヤ
族
の
人
々
は
︑
ま
ず
オ
ラ
ン
ダ
の
影
響
を
受
け
︑
さ
ら
に
漢
族
の
移
民
が
大
挙
し
て
渡
来
す
る
の
を
前
に
︑
数
度
の
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
︒
新
港
社
の
場
合
︑
最
初
に
オ
ラ
ン
ダ
に
台
南
市
周
辺
の
土
地
を
譲
り
︑
さ
ら
に
漢
族
の
移
民
の
圧
迫
を
受
け
て
新
市
の
東
部
へ
と
遷
る
︒
ま
た
漢
化
が
進
み
︑
固
有
の
言
語
や
習
慣
・
信
仰
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
(
)
︒
25
し
か
し
ロ
ー
マ
字
を
用
い
た
新
港
語
は
︑
オ
ラ
ン
ダ
が
去
っ
た
後
も
︑
土
地
の
売
買
や
貸
借
の
契
約
書
と
し
て
用
い
ら
れ
つ
づ
け
た
︒
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︵
一
〇
︶
清
末
か
ら
日
本
統
治
期
初
期
に
か
け
て
収
集
さ
れ
た
﹁
新
港
文
書
﹂
が
そ
れ
で
︑
オ
ラ
ン
ダ
に
残
さ
れ
た
新
港
語
訳
の
マ
タ
イ
伝
や
新
港
語
の
語
彙
集
な
ど
と
と
も
に
︑
失
わ
れ
た
シ
ラ
ヤ
語
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
た
(
)
︒
26
言
語
学
者
の
小
川
尚
義
︵
一
八
六
九
︱
一
九
四
七
年
︶
は
︑
一
九
〇
五
年
の
時
点
で
新
港
文
書
に
つ
い
て
︑﹁
此
等
文
書
オ
残
シ
タ
熟
番
人
ノ
子
孫
ワ
今
日
デ
ワ
殆
ン
ド
全
ク
漢
人
化
シ
テ
ソ
ノ
固
有
ノ
言
語
オ
忘
レ
テ
シ
マ
ッ
テ
イ
ル
﹂
と
記
し
た
︵﹁
蕃
語
文
書
ノ
断
片
｣
(
)
︶︒
27
歴
史
学
者
の
村
上
直
次
郎
︵
一
八
六
八
︱
一
九
六
六
年
︶
は
︑
一
九
三
〇
年
の
時
点
で
︑﹁
新
港
社
は
最
も
早
く
支
那
人
の
移
住
し
た
所
で
あ
る
か
ら
︑
従
つ
て
最
も
早
く
支
那
化
し
︑
此
の
地
方
に
行
は
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
所
謂
新
港
語
又
は
シ
デ
イ
ヤ
語
を
話
す
蕃
族
は
現
存
せ
ず
︑
新
港
文
書
の
蕃
語
を
解
す
る
者
は
居
な
い
﹂︑﹁
今
は
死
語
と
な
つ
て
い
る
新
港
の
土
語
﹂
と
記
し
た
︵﹁
台
湾
蕃
語
文
書
｣
(
)
︶︒
28
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
︑
こ
の
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
シ
ラ
ヤ
族
の
新
港
語
に
注
目
し
︑
現
地
で
調
査
を
す
る
学
者
が
現
れ
る
(
)
︒
き
っ
29
か
け
と
な
っ
た
の
は
︑
台
南
で
行
わ
れ
た
台
湾
文
化
三
百
年
の
行
事
で
︑
講
演
な
ど
を
も
と
に
﹃
台
湾
文
化
史
説
﹄︵
台
北
：
台
湾
文
化
三
百
年
記
念
会
︑
一
九
三
〇
年
︶
が
刊
行
さ
れ
た
︒
こ
こ
に
村
上
直
次
郎
﹁
蘭
人
の
蕃
社
教
化
﹂﹁
台
湾
蕃
語
文
書
﹂
の
二
篇
が
収
め
ら
れ
︑
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
の
新
港
社
に
対
す
る
教
化
に
つ
い
て
︑
オ
ラ
ン
ダ
の
資
料
を
も
と
に
詳
細
に
紹
介
し
︑
ま
た
新
港
文
書
を
数
多
く
紹
介
し
た
︒
実
際
に
シ
ラ
ヤ
族
の
言
語
は
死
滅
し
た
の
か
︑
一
九
三
〇
年
代
半
ば
に
至
り
︑
現
地
で
調
査
を
行
っ
た
の
が
︑
前
嶋
信
次
と
浅
井
恵
倫
で
あ
る
(
)
︒
30
台
南
一
中
の
教
員
だ
っ
た
歴
史
学
者
の
前
嶋
信
次
︵
一
九
〇
三
︱
八
三
年
︶
は
︑
一
九
三
〇
年
代
半
ば
︑
地
元
紙
﹃
台
南
新
報
﹄
に
歴
史
散
歩
の
文
章
を
発
表
し
て
い
た
(
)
︒
一
九
三
七
年
の
﹁
初
春
訪
古
﹂
の
う
ち
︑
二
か
ら
五
︵
一
九
三
七
年
一
月
七
︱
九
／
十
二
日
︶
は
︑
31
﹁
シ
ン
カ
ン
語
﹂
と
題
し
︑
探
索
の
結
果
を
報
告
す
る
︒
前
嶋
が
新
港
社
の
所
在
地
で
あ
る
新
市
を
訪
ね
た
の
は
︑
前
年
一
九
三
六
年
八
月
末
の
こ
と
で
あ
る
︒
台
南
か
ら
二
つ
目
の
新
市
駅
で
下
車
︑
現
地
の
上
地
な
る
人
物
に
教
え
を
受
け
て
︑
新
港
社
の
人
々
の
子
孫
が
住
む
と
い
う
集
落
を
訪
ね
た
︒
し
か
し
平
埔
族
固
有
の
生
活
習
慣
は
失
わ
れ
︑
服
装
も
言
語
も
漢
族
と
変
わ
り
な
く
な
っ
て
お
り
︑
容
貌
が
272
︵
一
一
︶
漢
族
と
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
の
み
だ
っ
た
︒
老
婆
か
ら
伝
来
の
祭
り
の
衣
装
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
た
が
︑﹁
老
人
等
か
ら
新
港
語
を
抽
き
出
さ
う
と
努
力
し
た
が
︑
そ
れ
は
徒
労
に
終
つ
た
﹂︒
あ
き
ら
め
切
れ
ず
に
上
地
氏
に
依
頼
し
調
査
を
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
︑
新
市
に
は
言
語
を
記
憶
す
る
者
は
な
い
が
︑
知
母
義
に
は
シ
ン
カ
ン
語
を
解
す
る
者
が
残
っ
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
と
い
う
︒
前
嶋
信
次
の
調
査
の
翌
年
︑
言
語
学
者
の
浅
井
恵
倫
︵
一
八
九
四
︱
一
九
六
九
年
︶
も
調
査
を
行
っ
た
(
)
︒
浅
井
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
32
ン
大
学
に
留
学
し
た
際
に
︑
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
か
ら
マ
タ
イ
伝
の
新
港
語
訳
を
借
り
出
し
検
討
し
た
経
験
を
持
つ
︒
留
学
を
終
え
た
浅
井
は
︑
退
官
し
た
小
川
尚
義
の
後
継
と
し
て
台
北
帝
大
に
赴
任
︑
一
九
三
六
年
か
ら
平
埔
族
の
言
語
の
調
査
を
開
始
し
︑
三
七
年
二
月
に
台
南
で
シ
ラ
ヤ
語
の
調
査
を
行
っ
た
︒
し
か
し
︑﹁
菜
寮
︑
左
鎮
︑
芒
子
芒
︑
玉
井
を
虱
潰
し
に
調
べ
て
歩
い
た
が
︑
芒
子
芒
︑
岡
子
林
に
蕃
曲
を
記
憶
す
る
者
数
名
あ
つ
た
︑
言
語
は
単
語
を
記
憶
す
る
程
度
﹂
と
の
結
論
だ
っ
た
︵﹁
台
大
言
語
学
教
室
の
平
埔
蕃
調
査
﹂﹃
南
方
土
俗
﹄
第
四
巻
第
四
号
︑
一
九
三
八
年
六
月
︶︒﹁
彼
等
の
固
有
言
語
は
日
常
語
と
し
て
滅
亡
し
た
と
云
つ
て
よ
い
︒
た
ゞ
老
人
が
若
干
の
単
語
と
歌
謡
を
覚
え
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
﹂
と
も
記
し
た
︵﹁
和
蘭
と
蕃
語
資
料
﹂﹃
愛
書
﹄
第
十
輯
︑
一
九
三
八
年
︶︒
前
嶋
や
浅
井
の
シ
ン
カ
ン
語
探
索
か
ら
刺
激
を
受
け
て
︑
そ
の
悲
観
的
な
調
査
結
果
に
め
げ
ず
︑
さ
ら
に
追
跡
を
行
っ
た
の
が
︑
國
分
直
一
で
あ
る
(
)
︒
國
分
は
一
九
四
一
年
夏
︑
シ
ラ
ヤ
族
新
港
社
の
末
裔
が
住
む
と
さ
れ
る
︑
台
南
東
北
郊
外
の
新
市
庄
新
店
を
訪
ね
た
︒
そ
33
の
意
図
は
︑﹁
せ
め
て
台
南
地
方
の
シ
ラ
ヤ
︵S
ira
y
a
︶
の
こ
と
だ
け
で
も
探
つ
て
︑
ま
さ
に
消
滅
せ
ん
と
す
る
魂
の
片
鱗
な
り
︑
習
俗
な
り
の
一
片
で
も
採
集
し
て
お
き
た
い
と
思
ふ
念
願
﹂
に
あ
っ
た
︒
こ
の
新
市
の
平
埔
族
調
査
の
報
告
は
︑﹁
平
埔
族
聚
落
を
訪
ね
て
新
市
庄
新
店
採
訪
記
﹂︑
及
び
グ
ラ
フ
写
真
の
解
説
﹁
新
市
庄
の
平
埔
族
﹂
と
し
て
発
表
さ
れ
た
︵﹃
民
俗
台
湾
﹄
第
六
号
︑
一
九
四
一
年
十
二
月
︶︒
平
埔
族
の
古
老
に
故
事
を
聞
い
て
回
っ
た
が
︑
嫁
入
り
の
衣
装
を
除
き
︑
言
語
を
は
じ
め
伝
統
的
な
習
慣
は
失
わ
れ
て
い
た
︒
新
市
訪
問
直
後
の
一
九
四
一
年
八
月
︑
今
度
は
新
港
社
の
第
二
次
の
移
動
地
︑
新
化
の
知
母
義
を
訪
ね
た
︒
そ
の
記
録
が
﹁
知
母
義
地
方
の
平
埔
族
に
つ
い
て
﹂︵﹃
民
族
学
研
究
﹄
新
第
一
巻
第
四
号
︑
一
九
四
三
年
五
月
︒
た
だ
し
執
筆
は
四
二
年
八
月
︶
で
あ
る
︒
新
化
で
は
︑
平
埔
族
の
信
仰
で
あ
る
祖
神
を
祀
る
祭
場
﹁
コ
ン
カ
イ
﹂︵﹁
公
廨
﹂︶
は
︑
キ
リ
ス
ト
教
の
普
及
に
よ
り
失
わ
れ
て
い
た
が
︑
キ
リ
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︵
一
二
︶
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
家
で
は
﹁
ア
リ
ツ
﹂︵﹁
蕃
仔
仏
﹂︑
他
の
シ
ラ
ヤ
族
で
は
﹁
阿
立
祖
﹂
と
呼
ば
れ
る
︶
を
祀
る
習
慣
が
残
っ
て
い
た
(
)
︒
34
ま
た
︑
同
じ
く
シ
ラ
ヤ
族
の
住
む
崗
仔
林
か
ら
や
っ
て
き
た
︑
平
埔
族
の
故
事
に
通
じ
る
鄂
朝
来
が
︑
村
の
老
婦
人
ら
と
と
も
に
︑
十
年
ほ
ど
前
ま
で
歌
わ
れ
て
い
た
と
い
う
平
埔
族
の
言
語
に
よ
る
﹁
蕃
歌
﹂
を
聞
か
せ
て
く
れ
︑
さ
ら
に
鄂
氏
の
祖
母
が
務
め
て
い
た
﹁
尫
姨
﹂
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
た
︒
さ
ら
に
︑
礁
坑
仔
か
ら
や
っ
て
き
た
傅
祥
露
は
︑
後
日
台
南
ま
で
︑
歌
を
ロ
ー
マ
字
で
記
し
た
ノ
ー
ト
を
持
参
し
た
の
み
な
ら
ず
︑
こ
れ
ま
で
に
採
集
し
た
シ
ラ
ヤ
族
の
語
彙
集
を
も
た
ら
し
た
︒
國
分
が
傅
氏
か
ら
受
け
取
っ
た
こ
の
﹁
傅
氏
採
集
平
埔
族
語
彙
集
﹂︵
國
分
﹃
壺
を
祀
る
村
南
方
台
湾
民
俗
考
﹄
東
都
書
籍
︑
一
九
四
四
年
に
も
収
録
︶
こ
そ
︑
葉
石
濤
が
﹃
西
拉
雅
末
裔
潘
銀
花
﹄
で
シ
ラ
ヤ
語
を
記
す
際
に
用
い
た
も
の
だ
っ
た
︒
日
本
人
学
者
に
よ
る
平
埔
族
研
究
の
う
ち
︑
少
な
く
と
も
國
分
の
研
究
を
︑
葉
は
戦
前
の
当
時
に
お
い
て
承
知
し
て
い
た
︒
考
古
学
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
二
中
時
代
︑﹁
人
類
考
古
学
の
専
門
家
﹂
で
あ
る
國
分
直
一
に
し
ば
し
ば
顔
を
合
わ
せ
た
と
い
い
︑﹁
私
は
國
分
先
生
の
著
作
か
ら
い
わ
ゆ
る
﹁
生
蕃
﹂
も
﹁
熟
蕃
﹂
も
と
も
に
古
代
の
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
に
属
す
る
こ
と
を
知
っ
た
︒︵
中
略
︶
國
分
先
生
は
平
地
に
居
住
す
る
﹁
熟
蕃
﹂︑
つ
ま
り
平
埔
族
に
つ
い
て
深
く
研
究
し
て
い
た
︒
の
ち
に
國
分
先
生
は
台
南
郊
外
の
新
市
新
店
の
集
落
で
か
つ
て
の
赤
嵌
︵
サ
カ
ム
︶
社
の
シ
ラ
ヤ
族
末
裔
を
訪
ね
︑
人
々
の
シ
ラ
ヤ
語
を
記
録
し
︑
そ
の
生
活
風
俗
を
把
握
し
た
﹂
と
記
し
て
い
る
︵﹁
発
現
平
埔
族
｣
(
)
︶︒
35
葉
に
は
記
憶
違
い
が
あ
り
︑
國
分
自
身
が
シ
ラ
ヤ
語
を
記
録
し
た
わ
け
で
は
な
く
︑
シ
ラ
ヤ
族
の
子
孫
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
︑
ま
た
採
集
地
は
新
市
庄
新
店
で
は
な
い
︒
と
は
い
え
︑
遺
跡
で
直
面
し
て
い
た
平
埔
族
の
子
孫
が
︑
現
在
も
台
南
周
辺
に
居
住
す
る
こ
と
を
知
っ
た
驚
き
は
想
像
で
き
る
︒
國
分
の
シ
ラ
ヤ
族
探
索
︑
恐
ら
く
は
﹃
民
俗
台
湾
﹄
掲
載
の
新
市
庄
新
店
採
訪
録
に
刺
激
さ
れ
︑
葉
石
濤
自
身
︑
一
九
四
二
年
︑
中
学
四
年
生
の
春
︑
新
市
に
住
む
友
人
か
ら
蓮
霧
狩
り
に
誘
わ
れ
た
際
に
︑
友
人
に
シ
ラ
ヤ
族
の
末
裔
が
住
む
場
所
に
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
︒
し
か
し
友
人
は
シ
ラ
ヤ
族
な
る
存
在
を
知
ら
ず
︑
住
民
全
員
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
集
落
へ
と
案
内
し
て
く
れ
た
が
︑
観
察
の
結
果
は
容
貌
を
除
き
︑
衣
服
や
言
語
な
ど
周
辺
の
農
民
と
異
な
る
点
は
見
当
た
ら
ず
︑
シ
ラ
ヤ
語
を
一
言
も
聞
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
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一
三
︶
と
い
う
(
)
︒
36
葉
石
濤
の
國
分
の
研
究
に
対
す
る
注
目
は
戦
後
も
つ
づ
き
︑﹁
台
湾
的
先
史
時
代
﹂︵﹃
国
語
日
報
﹄
一
九
八
六
年
三
月
十
九
日
︶
で
は
國
分
の
﹃
南
東
南
島
先
史
時
代
の
研
究
﹄︵
慶
友
社
︑
一
九
七
二
年
︶
を
︑﹁
台
湾
的
先
史
文
化
﹂︵﹃
台
湾
時
報
﹄
一
九
八
六
年
十
月
十
九
・
二
十
日
︶
で
は
﹃
台
湾
考
古
民
族
誌
﹄︵
慶
友
社
︑
一
九
八
一
年
︶
を
参
照
し
て
い
る
︒
葉
石
濤
は
談
話
の
中
で
︑﹃
西
拉
雅
末
裔
潘
銀
花
﹄
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
際
に
︑﹁
潘
銀
花
に
つ
い
て
は
実
は
大
変
長
い
話
が
あ
り
ま
す
﹂
と
語
り
︑
國
分
か
ら
刺
激
を
受
け
て
新
市
庄
新
店
で
蓮
霧
を
食
べ
な
が
ら
進
め
た
採
訪
を
懐
か
し
ん
だ
︒
平
埔
族
に
対
す
る
関
心
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
際
に
は
︑
ユ
ー
モ
ア
を
込
め
て
︑﹁
台
湾
全
土
で
恐
ら
く
私
一
人
だ
け
が
十
三
︑
四
歳
か
ら
台
湾
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
問
題
を
早
く
も
認
識
し
︑
し
か
も
現
在
に
至
る
ま
で
研
究
し
つ
づ
け
て
い
ま
す
か
ら
︑
平
埔
族
に
関
す
る
研
究
は
権
威
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
ね
︒︵
中
略
︶
も
し
私
が
当
時
の
計
画
通
り
帝
大
に
受
か
っ
て
い
た
ら
︑
今
の
中
央
研
究
院
の
人
た
ち
は
み
な
私
の
弟
子
と
い
う
事
に
な
っ
た
は
ず
で
す
﹂
と
語
っ
た
(
)
︒﹃
西
拉
雅
末
裔
潘
銀
花
﹄
へ
と
至
る
構
想
が
︑
長
い
時
間
を
か
け
て
準
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
37
が
わ
か
る
︒
そ
の
出
発
点
に
は
︑
金
子
や
國
分
ら
に
接
す
る
こ
と
で
か
き
立
て
ら
れ
た
︑
台
湾
の
平
地
先
住
民
族
に
対
す
る
関
心
が
あ
り
︑
そ
れ
が
五
十
年
の
時
を
経
て
﹃
西
拉
雅
末
裔
潘
銀
花
﹄
へ
と
結
実
し
た
の
で
あ
る
︒
お
わ
り
に
葉
石
濤
は
談
話
﹁
台
湾
文
学
的
点
灯
人
﹂
で
︑
自
身
の
文
学
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
︒
私
が
鍾
肇
政
︹
一
九
二
五
生
ま
れ
︑
葉
と
同
世
代
の
作
家
︺
と
異
な
る
最
大
の
点
は
︑
小
説
を
書
く
前
に
先
に
理
論
的
な
基
礎
を
作
り
上
げ
て
い
た
こ
と
で
す
︒
台
湾
は
多
民
族
の
国
で
︑
台
湾
に
は
台
湾
特
有
の
歴
史
的
な
要
因
が
あ
り
︑
発
展
し
て
き
た
生
活
様
式
や
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一
四
︶
風
土
民
情
は
中
国
大
陸
と
明
ら
か
な
違
い
が
あ
り
ま
す
︒
多
民
族
の
相
貌
を
持
つ
台
湾
文
学
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
︑
私
は
八
十
年
代
に
﹃
台
湾
文
学
史
綱
﹄
を
完
成
さ
せ
た
の
ち
︑
小
説
の
筆
を
再
び
執
っ
て
︑
続
々
と
﹃
西
拉
雅
族
的
末
裔
﹄
や
﹃
馘
首
﹄︑﹃
異
族
的
婚
礼
﹄
な
ど
の
作
品
を
書
き
ま
し
た
︒
こ
れ
ら
の
小
説
は
︑
私
の
作
り
上
げ
た
台
湾
文
学
理
論
の
実
践
で
す
(
)
︒
38
葉
石
濤
の
い
う
﹁
多
民
族
の
相
貌
を
持
つ
台
湾
文
学
﹂
に
は
︑
山
地
や
平
地
の
先
住
民
族
︑
中
国
の
福
建
省
や
広
東
省
か
ら
台
湾
海
峡
を
渡
っ
て
き
た
本
省
人
︑
国
民
党
と
と
も
に
来
た
外
省
人
が
含
ま
れ
︑
そ
こ
に
日
本
な
ど
台
湾
を
統
治
し
た
外
来
政
権
の
要
素
が
加
わ
る
︒
こ
の
台
湾
の
多
民
族
の
相
貌
を
体
現
す
る
存
在
と
い
え
る
の
が
︑
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
に
そ
の
文
化
に
触
れ
︑
や
が
て
浸
入
す
る
漢
族
の
前
に
と
き
に
内
陸
へ
と
移
動
し
と
き
に
同
化
し
て
い
っ
た
︑
多
元
的
な
存
在
と
し
て
の
平
埔
族
で
あ
る
︒
葉
石
濤
は
葉
家
の
祖
先
を
語
っ
た
﹁
童
年
生
活
﹂
で
︑
詳
細
は
よ
く
分
か
ら
な
い
と
断
り
な
が
ら
︑
祖
先
に
シ
ラ
ヤ
族
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
︒
葉
家
の
出
身
地
で
あ
る
台
南
県
龍
崎
郷
苦
苓
湖
地
方
は
シ
ラ
ヤ
族
の
集
落
で
︑
の
ち
に
漢
族
が
進
入
し
た
と
い
う
︒
葉
自
身
若
い
こ
ろ
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
が
︑
祖
先
が
シ
ラ
ヤ
族
の
集
落
に
足
を
留
め
た
漢
族
な
の
か
︑
あ
る
い
は
も
し
か
す
る
と
客
家
人
な
の
か
︑
そ
れ
と
も
家
譜
を
捏
造
し
た
シ
ラ
ヤ
族
な
の
か
分
か
ら
な
い
︑﹁
葉
家
が
漢
族
で
な
い
な
ら
シ
ラ
ヤ
族
と
の
混
血
と
い
う
の
が
お
お
よ
そ
事
実
に
近
い
だ
ろ
う
﹂
と
推
測
す
る
(
)
︒
こ
の
推
測
に
ど
の
程
度
根
拠
が
あ
る
の
か
不
明
だ
が
︑
葉
が
台
湾
人
39
と
し
て
の
自
身
を
認
識
す
る
上
で
︑
平
埔
族
の
存
在
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
︒
葉
石
濤
が
台
湾
社
会
の
多
民
族
な
性
質
に
対
し
関
心
を
抱
く
に
至
っ
た
出
発
点
に
は
︑
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
の
前
半
に
か
け
て
︑
台
南
で
教
員
を
し
な
が
ら
歴
史
学
・
民
俗
学
・
考
古
学
・
民
族
学
・
生
物
学
・
文
学
な
ど
の
領
域
で
活
動
し
た
︑
前
嶋
信
次
・
國
分
直
一
・
金
子
壽
衛
男
ら
の
存
在
が
あ
っ
た
︒
彼
ら
の
研
究
活
動
は
︑
台
南
と
い
う
土
地
を
対
象
と
し
な
が
ら
︑
台
南
に
積
み
重
な
っ
た
歴
史
的
な
地
層
を
掘
り
進
む
こ
と
で
︑
台
湾
の
文
化
的
な
多
元
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
も
の
だ
っ
た
(
)
︒
葉
は
こ
の
日
本
人
学
者
た
ち
か
ら
40
受
け
と
っ
た
︑
台
湾
と
い
う
土
地
の
性
質
を
考
え
る
上
で
の
刺
激
の
種
を
︑
台
北
で
の
台
湾
人
作
家
た
ち
と
の
交
流
︑
台
南
や
高
雄
で
の
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一
五
︶
長
い
小
学
教
師
生
活
︑
三
年
間
の
獄
中
生
活
︑
沈
黙
を
経
て
再
び
の
執
筆
活
動
と
経
歴
を
重
ね
る
中
で
︑
水
を
や
り
︑
肥
料
を
与
え
︑
や
が
て
花
開
か
せ
た
︒
日
本
統
治
期
に
日
本
人
が
開
拓
し
た
研
究
が
︑
戦
後
の
台
湾
研
究
の
基
礎
と
な
っ
た
分
野
は
数
多
い
が
︑
台
南
と
い
う
地
方
都
市
の
日
曜
研
究
者
た
ち
の
ひ
そ
や
か
な
実
地
調
査
も
そ
の
一
つ
で
︑
や
が
て
葉
石
濤
と
い
う
作
家
に
お
い
て
実
を
結
ん
だ
の
だ
っ
た
︒
＊
日
本
語
文
献
は
引
用
に
際
し
旧
漢
字
を
新
漢
字
に
改
め
︑
ル
ビ
は
省
略
し
た
︒
中
国
語
文
献
の
引
用
は
す
べ
て
拙
訳
に
よ
る
︒
＊
本
稿
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
文
化
翻
訳
／
翻
訳
文
化
﹂︵
東
ア
ジ
ア
と
同
時
代
日
本
語
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
︑
台
湾
新
北
市
・
輔
仁
大
学
︑
二
〇
一
五
年
十
一
月
十
四
日
︶
で
の
口
頭
発
表
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
︒
＊
本
稿
は
平
成
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
(Ｃ
)﹁
台
南
文
学
の
研
究
︱
日
本
統
治
期
の
台
湾
人
作
家
を
中
心
に
﹂︵
課
題
番
号
K
0
2
4
4
6︶
28
15
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
︒
注
︵
︶
葉
石
濤
の
年
譜
と
し
て
は
︑﹁
文
学
年
表
﹂︵
彭
瑞
金
編
選
﹃
台
湾
現
当
代
作
家
研
究
資
料
彙
編
葉
石
濤
﹄
台
南
：
国
立
台
湾
文
学
館
︑
二
〇
一
1
15
一
年
︶︑
自
伝
と
し
て
は
︑﹃
一
個
台
湾
老
朽
作
家
的
五
〇
年
代
﹄︵
台
北
：
前
衛
出
版
社
︑
一
九
九
一
年
︶
な
ど
︑
数
多
く
の
散
文
を
参
照
し
た
︒
人
生
を
回
顧
し
た
談
話
に
︑﹃
口
述
歴
史
台
湾
文
学
耆
碩
葉
石
濤
先
生
訪
問
記
録
﹄
︵
張
守
真
主
訪
・
臧
紫
麒
記
録
︑
高
雄
：
高
雄
市
文
献
委
員
会
︑
二
〇
〇
二
年
︶
が
あ
る
︒
伝
記
に
︑
彭
瑞
金
﹃
葉
石
濤
評
伝
﹄︵
高
雄
：
春
睴
出
版
社
︑
一
九
九
九
年
︶
︑
陳
明
柔
﹃
我
的
労
働
是
写
作
葉
石
濤
伝
﹄︵
台
北
：
時
報
文
化
出
版
︑
二
〇
〇
四
年
︶︑
論
文
集
に
︑
鄭
烱
明
編
﹃
越
浪
前
行
的
一
代
葉
石
濤
及
其
同
時
代
作
家
文
学
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
﹄︵
高
雄
：
春
睴
出
版
社
︑
二
〇
〇
二
年
︶︑
彭
瑞
金
編
﹃
文
学
暗
夜
的
領
航
者
葉
石
濤
先
生
紀
念
文
集
﹄︵
高
雄
：
春
睴
出
版
社
︑
二
〇
〇
九
年
︶
な
ど
が
あ
る
︒
︵
︶﹃
葉
石
濤
先
生
訪
問
記
録
﹄︵
前
掲
︑
六
五
頁
︶
に
よ
れ
ば
︑
他
に
巫
永
福
・
張
文
環
・
呂
赫
若
ら
の
面
識
も
得
た
と
い
う
︒
2
︵
︶
葉
石
濤
の
著
作
の
引
用
は
︑
注
記
の
な
い
限
り
﹃
葉
石
濤
全
集
﹄
の
拙
訳
に
拠
る
︒
3
︵
︶
凃
淑
玲
・
劉
恵
平
編
輯
﹃
没
有
土
地
哪
有
文
学
葉
石
濤
文
学
地
景
踏
査
手
冊
﹄︵
台
南
：
台
南
市
政
府
文
化
局
︑
二
〇
一
三
年
︶
︑﹁
葉
石
濤
文
学
4
地
図
﹂︵
台
南
一
中



級
科
学
班
﹃
府
城
文
学
地
図
﹄
台
南
一
中
︑
二
〇
一
四
年
︶
な
ど
︒
267
︵
一
六
︶
︵
︶
陳
正
雄
﹁
葉
石
濤
文
学
之
旅
﹂︵
凃
淑
玲
・
劉
恵
平
編
輯
﹃
没
有
土
地
哪
有
文
学
﹄
前
掲
︑
一
九
頁
︶
︒
5
︵
︶
陳
秀
卿
・
林
玲
玲
﹁
発
現
平
埔
葉
石
濤
与
西
拉
雅
族
書
写
初
探
﹂︵﹃
黄
埔
学
報
﹄
第
六
十
四
期
︑
二
〇
一
三
年
︶
︒
6
︵
︶
中
島
利
郎
訳
﹃
シ
ラ
ヤ
族
の
末
裔
・
潘
銀
花
葉
石
濤
短
篇
集
﹄︵
台
湾
郷
土
文
学
選
集
Ⅳ
︑
研
文
出
版
︑
二
〇
一
四
年
︶︒
7
︵
︶
葉
﹁
台
湾
小
説
裡
的
平
埔
族
﹂︵﹃
聯
合
文
学
﹄
第
百
五
十
二
期
︑
一
九
九
七
年
六
月
︒﹃
葉
石
濤
全
集
﹄
第
九
巻
所
収
︑
前
掲
︑
四
二
四
頁
︶︒
王
幼
8
華
の
著
書
に
は
翻
訳
が
あ
る
︑
石
其
琳
訳
﹃
土
地
と
霊
魂
﹄︵
中
国
書
店
︑
二
〇
一
四
年
︶︒
︵
︶
葉
﹁
我
的
客
家
経
験
戴
國
煇
﹃
台
湾
与
台
湾
人
﹄
読
後
﹂︵﹃
台
湾
文
芸
﹄
第
百
五
期
︑
一
九
八
七
年
五
月
︶︒
た
だ
し
引
用
は
﹃
葉
石
濤
全
集
﹄
9
第
八
巻
︵
前
掲
︑
五
頁
︶
に
拠
る
︒
︵
︶
葉
﹃
口
述
歴
史
台
湾
文
学
耆
碩
葉
石
濤
先
生
訪
問
記
録
﹄︵
前
掲
︑
四
三
頁
︶︒
10
︵
︶
葉
﹁
光
復
前
後
的
小
学
教
師
﹂︵﹃
自
立
晩
報
﹄
一
九
八
五
年
九
月
二
十
八
日
︶
や
自
伝
﹃
一
個
台
湾
老
朽
作
家
的
五
〇
年
代
﹄︵
台
北
：
前
衛
出
版
社
︑
11
一
九
九
一
年
︶
の
﹁
幼
︑
少
年
時
代
﹂
に
も
︑
金
子
か
ら
受
け
た
影
響
や
考
古
学
へ
の
愛
着
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
︒
︵
︶
葉
﹁
考
古
夢
﹂︵﹃
民
衆
日
報
﹄
一
九
九
八
年
一
月
十
八
日
︶︒
た
だ
し
引
用
は
﹃
葉
石
濤
全
集
﹄
第
十
巻
︵
前
掲
︑
二
五
︱
六
頁
︶
に
拠
る
︒
12
︵
︶
金
子
に
つ
い
て
は
︑
岡
本
正
豊
﹁
金
子
壽
衛
男
先
生
と
貝
の
思
い
出
﹂︵﹃
ち
り
ぼ
た
ん
﹄
第
三
十
二
巻
第
三
・
四
号
︑
二
〇
〇
二
年
八
月
︶︑
何
耀
13
坤
﹁
金
子
壽
衛
男
対
台
南
自
然
文
化
史
的
貢
献
﹂︵﹃
台
南
文
化
﹄
第
五
十
四
期
︑
二
〇
〇
三
年
三
月
︶
を
参
照
︒
︵
︶
葉
﹁
考
古
夢
﹂︵﹃
民
衆
日
報
﹄
一
九
九
八
年
一
月
十
八
日
︶︒
た
だ
し
引
用
は
﹃
葉
石
濤
全
集
﹄
第
十
巻
︵
前
掲
︑
二
六
頁
︶
に
拠
る
︒
14
︵
︶
拙
著
﹃
台
南
文
学
日
本
統
治
期
台
湾
・
台
南
の
日
本
人
作
家
群
像
﹄︵
関
西
学
院
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
五
年
︶
の
第
二
章
﹁
前
嶋
信
次
の
台
南
15
行
脚
一
九
三
〇
年
代
の
台
南
に
お
け
る
歴
史
散
歩
﹂
を
参
照
︒
︵
︶
何
耀
坤
﹁
金
子
壽
衛
男
対
台
南
自
然
文
化
史
的
貢
献
﹂︵﹃
台
南
文
化
﹄
第
五
十
四
期
︑
二
〇
〇
三
年
三
月
︶︒
16
︵
︶
葉
﹁
考
古
夢
﹂︵﹃
民
衆
日
報
﹄
一
九
九
八
年
一
月
十
八
日
︶︒
た
だ
し
引
用
は
﹃
葉
石
濤
全
集
﹄
第
十
巻
︵
前
掲
︑
三
五
頁
︶
に
拠
る
︒
17
︵
︶
葉
﹁
西
拉
雅
族
的
末
裔
﹂︵﹃
民
衆
日
報
﹄
一
九
八
二
年
三
月
七
日
︶︒
た
だ
し
引
用
は
﹃
葉
石
濤
全
集
﹄
第
六
巻
︵
前
掲
︑
二
九
一
頁
︶
に
拠
る
︒
18
ま
た
﹁
彩
陶
﹂︵﹃
自
立
晩
報
﹄
一
九
八
三
年
四
月
六
日
︒﹃
葉
石
濤
全
集
﹄
第
六
巻
所
収
︑
前
掲
︶
に
は
思
う
存
分
発
掘
に
行
く
時
間
を
持
て
な
い
憾
み
が
書
か
れ
て
い
る
︒
︵
︶
葉
﹁
考
古
夢
﹂︵﹃
民
衆
日
報
﹄
一
九
九
八
年
一
月
十
八
日
︶︒
た
だ
し
引
用
は
﹃
葉
石
濤
全
集
﹄
第
十
巻
︵
前
掲
︑
三
七
頁
︶
に
拠
る
︒
19
︵
︶
葉
﹃
台
湾
文
学
史
綱
﹄︵
高
雄
：
文
学
界
雑
誌
社
︑
一
九
八
七
年
︶
の
﹁
序
﹂︒
た
だ
し
引
用
は
中
島
利
郎
・
澤
井
律
之
訳
﹃
台
湾
文
学
史
﹄︵
研
文
20
出
版
︑
二
〇
〇
〇
年
︶
の
﹁
原
序
﹂
に
拠
る
︒
︵
︶
平
埔
族
に
つ
い
て
は
︑
張
耀
錡
﹁
台
湾
の
平
埔
族
序
説
﹂
一
・
二
︵﹃
南
方
文
化
﹄
第
六
・
七
号
︑
一
九
七
九
・
八
〇
年
︶
︑
清
水
純
﹁
平
埔
族
﹂︵
日
21
266
︵
一
七
︶
本
順
益
台
湾
原
住
民
研
究
会
編
﹃
台
湾
原
住
民
研
究
へ
の
招
待
﹄
風
響
社
︑
一
九
九
八
年
︶︑
森
口
恒
一
・
清
水
純
﹁
平
埔
族
の
研
究
﹂︵
日
本
順
益
台
湾
原
住
民
研
究
会
編
﹃
台
湾
原
住
民
研
究
概
覧
日
本
か
ら
の
視
点
﹄
風
響
社
︑
二
〇
〇
一
年
︶︑
潘
英
編
著
﹃
台
湾
平
埔
族
史
﹄︵
南
天
書
局
︑
一
九
九
六
年
︶︑
潘
朝
成
・
劉
益
昌
・
施
正
鋒
合
編
﹃
台
湾
平
埔
族
﹄︵
前
衛
出
版
社
︑
二
〇
〇
三
年
︶
︑
陳
玉
苹
他
﹃
看
見
平
埔
台
湾
平
埔
族
群
歴
史
与
文
化
特
展
専
刊
﹄︵
国
立
台
湾
歴
史
博
物
館
︑
二
〇
一
三
年
︶
を
参
照
し
た
︒
︵
︶
シ
ラ
ヤ
族
に
つ
い
て
は
︑
清
水
純
﹁
平
埔
族
シ
ラ
ヤ
︵
西
拉
雅
族
︶﹂︵
日
本
順
益
台
湾
原
住
民
研
究
会
編
﹃
台
湾
原
住
民
研
究
概
覧
﹄
前
掲
︶︑
22
劉
斌
雄
﹁
台
湾
南
部
地
区
平
埔
族
的
阿
立
祖
信
仰
﹂︵﹃
台
湾
風
物
﹄
第
三
十
七
巻
第
三
期
︑
一
九
八
七
年
︶
︑
劉
還
月
﹃
南
瀛
平
埔
誌
﹄︵
台
南
県
文
化
局
︑
一
九
九
四
年
︶︑
同
﹃
尋
訪
台
湾
平
埔
族
﹄︵
常
民
文
化
︑
一
九
九
五
年
︶︑
凃
順
従
﹃
南
瀛
公
廨
誌
﹄
︵
台
南
県
文
化
局
︑
二
〇
〇
二
年
︶︑
楊
森
富
﹃
台
南
県
平
埔
地
名
誌
﹄︵
台
南
県
文
化
局
︑
二
〇
〇
三
年
︶︑
謝
仕
淵
・
陳
静
寛
主
編
﹃
行
脚
西
拉
雅
﹄︵
国
立
台
湾
歴
史
博
物
館
︑
二
〇
一
一
年
︶
を
参
照
し
た
︒
︵
︶
平
埔
族
の
言
語
に
つ
い
て
は
︑
小
川
尚
義
﹁
台
湾
の
蕃
語
に
就
て
﹂︵﹃
台
湾
時
報
﹄
第
四
十
九
号
︑
一
九
二
三
年
︶︑
小
川
尚
義
・
浅
井
恵
倫
﹃
原
23
語
に
よ
る
高
砂
族
伝
説
集
﹄︵
刀
江
書
院
︑
一
九
三
五
年
︶︑
小
川
尚
義
﹁
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
於
け
る
台
湾
高
砂
語
の
位
置
﹂︵
太
平
洋
協
会
編
﹃
太
平
洋
圏
民
族
と
文
化
﹄
上
︑
河
出
書
房
︑
一
九
四
四
年
︶︑
土
田
滋
﹁
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
﹂﹁
高
砂
族
諸
語
﹂﹁
平
埔
族
諸
語
﹂︵﹃
言
語
学
大
辞
典
﹄
第
一
︱
三
巻
︑
三
省
堂
︑
一
九
八
八
︱
九
二
年
︶︑
同
﹁
平
埔
族
諸
語
研
究
雑
記
﹂︵
﹃
東
京
大
学
言
語
学
論
集
﹄
第
十
二
号
︑
一
九
九
一
年
︶
を
参
照
し
た
︒
︵
︶
村
上
直
次
郎
﹁
蘭
人
の
蕃
社
教
化
﹂︵﹃
台
湾
文
化
史
説
﹄
台
北
：
台
湾
文
化
三
百
年
記
念
会
︑
一
九
三
〇
年
︶
︒
24
︵
︶
平
埔
族
の
漢
化
に
つ
い
て
は
︑
山
路
勝
彦
﹁
文
明
と
の
邂
逅
と
平
埔
族
の
漢
化
﹂︵
﹃
台
湾
原
住
民
研
究
﹄
第
一
号
︑
一
九
九
六
年
五
月
︶
を
参
照
︒
25
︵
︶
シ
ラ
ヤ
語
の
資
料
に
つ
い
て
は
︑
小
川
尚
義
﹁
蕃
語
文
書
ノ
断
片
﹂︵﹃
台
湾
教
育
会
雑
誌
﹄
第
三
十
九
号
︑
一
九
〇
五
年
︶︑
村
上
直
次
郎
﹁
台
湾
26
蕃
語
文
書
﹂︵﹃
台
湾
文
化
史
説
﹄
台
北
：
台
湾
文
化
三
百
年
記
念
会
︑
一
九
三
〇
年
︶︑
浅
井
恵
倫
﹁
和
蘭
と
蕃
語
資
料
﹂︵﹃
愛
書
﹄
第
十
輯
︑
一
九
三
八
年
︶︑
土
田
滋
﹁
シ
ラ
ヤ
語
﹂︵﹃
言
語
学
大
辞
典
﹄
第
二
巻
︑
三
省
堂
︑
一
九
八
九
年
︶︑
同
﹁
平
埔
族
諸
語
研
究
雑
記
﹂︵
﹃
東
京
大
学
言
語
学
論
集
﹄
前
掲
︶︑
李
壬
癸
編
著
﹃
新
港
文
書
研
究
﹄︵
中
央
研
究
院
語
言
学
研
究
所
︑
二
〇
一
〇
年
︶
を
参
照
し
た
︒
︵
︶
小
川
尚
義
﹁
蕃
語
文
書
ノ
断
片
﹂︵﹃
台
湾
教
育
会
雑
誌
﹄
第
三
十
九
号
︑
一
九
〇
五
年
︶
︒
27
︵
︶
村
上
直
次
郎
﹁
台
湾
蕃
語
文
書
﹂︵﹃
台
湾
文
化
史
説
﹄
台
北
：
台
湾
文
化
三
百
年
記
念
会
︑
一
九
三
〇
年
︑
一
二
四
頁
︶
︒
28
︵
︶
日
本
統
治
期
の
日
本
人
に
よ
る
平
埔
族
研
究
に
つ
い
て
は
︑
翁
佳
音
﹁
日
治
時
代
平
埔
族
的
調
査
研
究
史
﹂︵﹃
台
湾
風
物
﹄
第
三
十
七
巻
第
二
期
︑
29
一
九
八
七
年
︶︑
シ
ラ
ヤ
族
に
つ
い
て
は
︑
石
萬
壽
﹃
台
湾
的
拝
壺
民
族
﹄
の
第
一
章
﹁
台
湾
南
部
平
埔
族
研
究
的
回
顧
与
展
望
﹂︵
台
北
：
台
原
出
版
社
︑
一
九
九
〇
年
︶︒
265
︵
一
八
︶
︵
︶
日
本
に
よ
る
統
治
が
始
ま
る
前
か
ら
︑
清
末
か
ら
台
南
に
住
ん
で
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
︑
キ
ャ
ン
ベ
ル
牧
師
は
︑
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
続
々
改
宗
30
し
た
平
埔
族
に
つ
い
て
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
を
用
い
た
研
究
を
進
め
て
お
り
︑
前
嶋
は
こ
の
研
究
も
参
照
し
た
︑F
o
rm
o
sa
u
n
d
er
th
e
D
u
tch
:
D
escrib
ed
fro
m
C
o
n
tem
p
o
ra
ry
R
eco
rd
s,
w
ith
E
x
p
la
n
a
to
ry
N
o
tes
a
n
d
a
B
ib
lio
g
ra
p
h
y
o
f
th
e
Isla
n
d
.
L
o
n
d
o
n
:
K
e
g
a
n
P
a
u
l,
1
9
0
3
.
︵
︶
拙
著
﹃
台
南
文
学
﹄︵
前
掲
︶
の
第
二
章
﹁
前
嶋
信
次
の
台
南
行
脚
﹂
を
参
照
︒
31
︵
︶
浅
井
の
台
湾
諸
語
研
究
に
つ
い
て
は
︑
土
田
滋
﹁
人
と
学
問
浅
井
恵
倫
﹂︵﹃
社
会
人
類
学
年
報
﹄
第
十
号
︑
一
九
八
四
年
五
月
︶︑
笠
原
政
治
﹁
画
32
像
資
料
概
説
﹂︵
三
尾
裕
子
・
豊
島
正
之
編
﹃
小
川
尚
義
浅
井
恵
倫
台
湾
資
料
研
究
﹄
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
︑
二
〇
〇
五
年
︶︒
︵
︶
拙
著
﹃
台
南
文
学
﹄︵
前
掲
︶
の
第
五
章
﹁
國
分
直
一
の
壺
神
巡
礼
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
台
湾
の
発
見
﹂
を
参
照
︒
33
︵
︶
平
埔
族
の
壺
を
祀
る
習
慣
に
つ
い
て
は
︑
劉
斌
雄
﹁
台
湾
南
部
地
区
平
埔
族
的
阿
立
祖
信
仰
﹂︵
﹃
台
湾
風
物
﹄
第
三
十
七
巻
第
三
期
︑
一
九
八
七
年
︶
︑
34
石
萬
壽
﹃
台
湾
的
拝
壺
民
族
﹄︵
台
原
出
版
社
︑
一
九
九
〇
年
︶︑
段
洪
坤
﹃
阿
立
祖
信
仰
研
究
﹄
︵
台
南
市
文
化
局
︑
二
〇
一
三
年
︶︑
小
林
栄
﹁
シ
ラ
ヤ
族
に
お
け
る
宗
教
的
変
容
阿
立
祖
崇
拝
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹃
神
学
研
究
﹄
第
二
十
四
号
︑
一
九
七
六
年
二
月
︶
を
参
照
︒
︵
︶
葉
﹁
発
現
平
埔
族
我
為
什
麼
写
﹃
西
拉
雅
末
裔
潘
銀
花
﹄﹂︵﹃
文
訊
﹄
第
百
七
十
八
期
︑
二
〇
〇
〇
年
八
月
︶︒
た
だ
し
引
用
は
﹃
葉
石
濤
全
集
﹄
35
第
十
巻
︵
前
掲
︑
二
七
一
頁
︶
に
拠
る
︒
︵
︶
葉
﹁
発
現
平
埔
族
我
為
什
麼
写
﹃
西
拉
雅
末
裔
潘
銀
花
﹄﹂︵﹃
文
訊
﹄
第
百
七
十
八
期
︑
二
〇
〇
〇
年
八
月
︶︒
た
だ
し
引
用
は
﹃
葉
石
濤
全
集
﹄
36
第
十
巻
︵
前
掲
︑
二
七
一
頁
︶
に
拠
る
︒
︵
︶
葉
﹁
従
考
古
学
到
文
学
﹂︵﹃
文
学
経
典
与
台
湾
文
学
﹄
二
〇
〇
二
年
一
月
︶︒
た
だ
し
引
用
は
﹃
葉
石
濤
全
集
﹄
第
十
二
巻
︵
前
掲
︑
三
八
三
︱
四
頁
︶
37
に
拠
る
︒
︵
︶
葉
﹁
台
湾
文
学
的
点
灯
人
﹂︵﹃
国
文
天
地
﹄
第
十
八
巻
第
二
・
三
期
︑
二
〇
〇
二
年
七
・
八
月
︶︒
た
だ
し
引
用
は
﹃
葉
石
濤
全
集
﹄
第
十
二
巻
︵
前
38
掲
︑
四
二
〇
頁
︶
に
拠
る
︒
︵
︶
葉
﹁
童
年
生
活
﹂︵﹃
文
学
台
湾
﹄
第
四
十
八
期
︑
二
〇
〇
三
年
十
月
︶︒
た
だ
し
引
用
は
﹃
葉
石
濤
全
集
﹄
第
十
巻
︵
前
掲
︑
二
九
七
頁
︶
に
拠
る
︒
39
︵
︶
前
嶋
・
國
分
・
新
垣
宏
一
ら
﹁
台
南
学
派
﹂
の
活
動
に
つ
い
て
は
︑
拙
著
﹃
台
南
文
学
﹄︵
前
掲
︶
を
参
照
さ
れ
た
い
︒
40
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︵
一
九
︶
